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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 (１)経営成績に関する説明  

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替や株価の不安定な変動を背景に、個人消費や企業収

益につきましては停滞感が続いております。また、英国の EU からの離脱決定を懸念する見方もあり、依然と

して先行き不透明な状況であります。 

このような環境下にあって当社グループは、2016～2018 年を計画期間とする「ツカモトクオリティの追求」

を基本方針とした新中期経営計画を策定いたしました。2016～2018 年を、グループが今後も継続していくこ

とに必要な更なる活性化と変革のための基礎作りの３ヵ年と位置付け、経営基盤の再構築に取り組んでまいり

ます。 

当第１四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は５１億５千６百万円と前年同期と比べ、４億１千

２百万円（８.７％）の増収、営業損失は１億７千７百万円と前年同期と比べ、３億２千８百万円の改善、経常

損失は１億８千５百万円と前年同期と比べ、３億２千９百万円の改善、親会社株主に帰属する四半期純損失は

１億２千２百万円と前年同期と比べ、１億６千８百万円（前年同期は親会社株主に帰属する純損失２億９千万

円）の改善となりました。 

セグメントの状況は以下のとおりです。 

 

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、営業管理体制・組織運営の合理化に

伴う経費節減、不採算催事からの撤退、催事以外での売上拡大策の実施等に取り組んだ結果、売上高は減少と

なりましたが、損益は改善いたしました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１１億４千４百万円（前年同期比６．０％減）、セグメント損失(営業損

失)は７千万円（前年同期はセグメント損失２億８百万円）となりました。 

 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業につきましては、春夏物

の受注額が減少し減収となりましたが、生産拠点の見直しや経費の節減効果もあり損益は改善いたしました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業につきましては、大口受注物件が増加し、増収増益と

なり、黒字となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２２億６千６百万円（前年同期比３１．９％増）、セグメント利益（営

業利益）は、１千４百万円（前年同期はセグメント損失１億５千８百万円）となりました。 

 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、売上高は効率の良い店舗への絞込み等によ

り増収となりましたが、損益は販売員の増加等による経費増の影響で、営業損失の計上となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１０億７百万円（前年同期比１．０％増）、セグメント損失（営業損失）

は１億４百万円（前年同期はセグメント損失９千７百万円）となりました。 
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〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、新規商品の開発が遅れたことが影響し、

減収となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は４億９千３百万円（前年同期比８．４％減）、セグメント損失（営業損

失）は９千８百万円（前年同期はセグメント損失１億１百万円）となりました。 

 

〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、賃貸物件の稼働状況に大きな変

化はなく、減収増益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は３億１千万円（前年同期比０．６％減）、セグメント利益（営業利益）

は、１億３千２百万円（前年同期比４．８％増）となりました。 

 

〔その他事業〕 

倉庫業につきましては、前第２四半期末に既存物流事業からの撤退を決定していることから、売上高は前年を大

きく下回りました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は４百万円（前年同期比９４．２％減）、セグメント損失（営業損失）は

７百万円（前年同期はセグメント損失２千３百万円）となりました。 

 

 

 (２) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、受取手形及び売掛金が８億５千９百

万円減少し、現金及び預金が２億６千万円増加、たな卸資産が２億７千５百万円増加したこと等により流動資

産が３億円の減少となりました。また、投資有価証券が４億３千７百万円減少したこと等により固定資産が４

億８千１百万円減少し、資産合計は７億８千２百万円減少の２７５億９千８百万円となりました。 

また負債の部では、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が４億８千３百万円減少、未払消費税等

が９千９百万円減少、短期借入金が４億３千２百万円増加したこと等により流動負債が１億６千８百万円の減

少となりました。また、繰延税金負債の１億２千４百万円の減少、長期借入金の９千３百万円の増加等により

固定負債が２千８百万円減少し、負債合計は１億９千７百万円減少し、１７８億９千１百万円となりました。 

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ、株主資本合計が２億４千１百万円減少し、その他の包括利益累

計額のその他有価証券評価差額金が３億１千３百万円減少したこと等により、純資産合計は５億８千４百万円

減少し、９７億７百万円となりました。 

 

 

（３） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現段階で平成２８年５月 1３日発表の連結業績予想の修正は行っておりません。ただし、第２四半期連結累

計期間及び通期の業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第 32 号 平成 28 年 6月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年 4月 1日以後

に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ 35

万 7千円減少しております。 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年 3月 28 日）

を当第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

　外部顧客に対する
　売上高

報告セグメント
その他
（注） 合　計

賃 貸 業

△ 439

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業等を含んでおります。

計

4,713

70

4,783

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5281,216

0

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の

252

126

312

59

998

-

1,717

1,717

△ 158

1,216

-

△ 208

10

538

△ 101△ 97

998

△ 23

77

46

30

△ 462

4,861

117

4,743

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 △ 439
　「その他」の区分の損失(△) △ 23

セグメント間取引消去 0
全社費用（注） △ 43

△ 505
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4月 1日 至 平成 28 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△ 134

5,226

70

5,156

△ 70

-

△ 7

4

1

3

1,007

（単位：百万円）

報告セグメント

△ 126

1,144

9

2,266

14

1,144

0

建物の
合　計

その他
（注）計

-

493

132

310

58

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

5,153

68

5,222

セグメント間の内部
売上高又は振替高

△ 98△ 104

493
　外部顧客に対する
　売上高

998

賃 貸 業

2,266 251

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 △ 126
　「その他」の区分の損失（△） △ 7

セグメント間取引消去 0
全社費用（注） △ 43

△ 177
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△)

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成 28年 4 月 1日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減

価償却の方法を同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「ホームファニシング事業」

のセグメント損失が 26 万 5 千円減少し、「建物の賃貸業」のセグメント利益が 9 万 1 千円増加して

おります。 
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